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、
自
然
の
恵
み、

 

「
地
吹雪
体
験
ツ
ア
ー
」
 

厳
し
い
冬
も
な
ん

の
そ
の
 

▲大声を張りあげて 	馬そりは気分爽快ですよ。 

▼駅から、町から、皆さんを 	▼歓迎・・・・ストーブ列車であったま

心からお待ちしております。 

▲問題は解けましたか？ 
落第した人は、 もうー泊
してもらいますよ。 

ト「体の芯からあったまる」 
「おいしい」と、声があがる 

津
軽
の
冬
 

「
地
吹
雪
体
験

ツ
ア

ー
」
は
、
 

冬
の
厄
介
も
の
「
地
吹
雪
」
を
逆

手
に
と
っ
て
町
活
性
化
の
た
め
昭

和
六
十
三
年
か
ら
冬
の
観
光
の
目

玉
の

ー
つ
と
し
て
、
ラ
ブ
リ
ー
金

木

（角
田
周
代
表
）
が
、
明
る
く

そ
し
て
安
全
に
楽
し
く
地
吹
雪
を

体
験
し

て
も
ら
お
う
と
始

め
ら
れ

今
年
で
八
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
 

初
日
の

一
月
二
十
八
日

は
、
地

吹
雪
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
 

「
地
吹
雪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
防
」
を

ひ
っ
さ
げ
て
ツ
ア
ー
が
開
始
。
年

々
参
加
者
が
増
加
し
て
お
り
、
今

回
の
ツ
ア
ー
に
も
七
千
人
を
見
込

ん
で

い
ま
す
。
 

一
月
下
旬
に
溶
け
だ
し
た
雪
に

焦
り
を
感
じ
、
逆
に
し
ば
れ
が
続

く
と
ツ
ア
ー
に
も
う
来

て
も
ら
え

な
い
の
で
は
？
・
と
い
う
不
安
に
か
 



▲「私達全然、転ばない

わー、なれたもの…」 

ヒザに雪がついてま

すよ。 

●雪の上で「グランド 

・ゴルフ」 

■左上 

「これは、とっても 

難しいです」 

「これは、履くもの 

ですか？」 

■左中 

私「地吹雪」もう 8 
回目です。地元の人

より上手です。 

■左下 

子供のようにはしゃ

ぎ、雪の上を歩く。 

「けっこう体力使う

のネ」汗かきかき。 

●ケイ・トクナガさん 

地吹雪は 3 回目。 
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ら
れ
な
が
ら
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
心
配
を
よ

そ
に
雪
も
寒
さ
も
程
よ
く
、
参
加

者
は
、
モ
ン
ペ
・
角
巻
き
・
カ
ン

ジ
キ
の
完
壁
な
ク
地
吹
雪
ス
タ
イ

ル
方
で
田
ん
ぼ
の
中
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
立
ち
上
が
っ
て
は
転
び
雪

ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
 
「ス
ギ

ー
 

感
覚
だ
と
思
っ
た
け
ど
歩
く
の
が

こ
ん
な
に
大
変
だ
な
ん
て
い
と
無

邪
気
に
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い
ま
し

た
。
 

今
回
で
、
金
木
町
は
五
回
目
と

言
う
埼
玉
か
ら
参
加
の
姉
妹
は
、
 

「私
達
が
楽
し
み
に
し
て
来
た
こ

の
白
い
雪
が
、
こ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
に
は
厄
介
で
大
変
な
こ

と
だ
と
知
っ
た
上
で
今
回
、
体
験

で
き
た
の
は
よ
か
っ
た
い
と
感
想

を
述
べ
人
情
あ
ふ
れ
る
こ
の
ツ
ア
 

ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
津
軽
を
楽
し

ん
だ
よ
う
で
す
。
 



※風しんは、平成 7年から定期接種となリ
ます。 9 月から実施子定で奇数月の第1 
（金）となリます。 

種 別 方 	法 場 	所 
実施月日 
曜 	日 受付時間 

ポリオ 集団接種 
保健 
センター 

朔
朔
  

13:00 
~ 13: 30 

ッ 反 集団接種 
（乳児健診時） 

保健 
センタ― 

第 3又は
第 4（水） 

乳児健診
と同じ 

BCG 個別接種 
金小
 
木
児
 

病
科
外
 
院
 

来
 

第 4（金） 
13:30 
-14:00 

麻しん 個別接種 
金木病院
小児科 

外来 
第1（金） 

13:30 
-14:00 

※ 

風しん 個別接種 
金木病院
小児科 

外来 
第1（金） 

13:30 
-14:00 

三
混
 
種

A
ロ
 

個別接種 
金小
 
木
児
 

病
科
外
 
院
 
来
 

第 2・ 
第 3（金） 

13:30 
-14:00 

予防接種の間隔 

前回接種 今回接種 
次回接種 

1週間 
不活化 

ワクチン 1週間 
不活化 不活化 
ワクチン 

-, 
ワクチン 

4週間 
三種混合 

1週間 
生 生 
ワクチン ワクチン 

1週間 随間 生ワクチン 
不活化 
ワクチン 麻 L ん 

不活化 
ワクチン 

' 

ポ 	リ 	オ 
4h1 4週間 

生 生 B 	C 	G 
ワクチン ワクチン 

風 し ん 

z驚麟’：「ミ驚鷺二り狐灘、で -灘、で .喫夢慈プSf 

「予防接負 :5ifttJc- 
	

ii,.'.5. _ - ,, ,','.、'、 .. ., -.
ます 

平成7年4 月からの実施に向けて 

オ
以
外
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
対
象
月

齢
を
早
く
し
、
免
疫

を
与
え
た
い
時
期
を

の
が
さ
な
い
よ
う
に

す
る
。
②
子
供
の
調

子
の
良
い
時
に
、
お

母
さ
ん
が
都
合
良
い

日
を
選
ん
で
接
種
で

き
る
。
③
十
分
な
予

診

・
間
診
が
行
え
る

よ
う
な
個
別
接
種
の
 

体
制
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
方
向

で
金
木
病
院
の
小
児
科
医
と
相
談

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
平
成
七
年
四
月
か
ら

は
、
次
の
よ
う
に
な
り
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
受
け
る
も
の
と
、
個
人

的
に
金
木
病
院
で
受
け
る
接
種
と

に
分
か
れ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
予
防
接
種
は
お
母

さ
ん
が
、
次
に
何
の
予
防
接
種
を

受
け
る
か
、
子
供
の
状
態
を
見
な

が
ら
受
け
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
平
成

七
年
度
は
、
混
雑
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
い
つ
受
け
る

か
と
い
う
対
象
時
期

に
つ
い
て
は
健
診
や

通
知
で
、
お
母
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
な
が

ら
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
 

ま
た
、
平
成
六
年

度
に
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
に
つ
い
て
も

も
れ
の
な
い
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
 

知
っ
て
お
く
と
便
利
 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ー中
」
知
識
 

ワ
ク
チ
ン
に
は
不
活
化
の
ワ
ク

チ
ン
と
生
の
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
次

の
よ
う
に
間
隔
を
あ
け
な
け
れ
ば

な
リ
ま
せ
ん
。
 

め
免
 
を
な

弱
い

o疫
を
 

離
院

離
 

毒
の
の
し
し

の
た
も
殺
出

体

っ
る
を
リ

原
か
す
体
取

病
か
と
原
を

o
 

た
に
う
病
分
す

き
気
ろ

、
成
で

生
病
く
は
な
の
 

、
の
つ
ン要
も

は
そ
を
チ
必
た

ン

、
？
ク
に
っ

チ
で
体
ワ
の
作

ク
の
抗
化
る
て

ワ
も
く
活
く
し

生
た
疫
不
つ
く
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民
生
課

か
ら

の
お
知
ら

せ
 

予
防
接
種
は
、
平
成
六
年
秋
に

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
「
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
「
受

け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
 
に
緩和
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
町
と
し
て
も
①
ポ
リ
 



玉串奉典をする田中町長 

画
 

計
 

産
 

生
 

の
 

対象 野 菜 

盲盲～~~～ー→ 現 在（平成 6 年） 目 	標（平成 9 年） 

イ乍 	l物 	名 ト 	マ 	ト ソ ラ マ メ ノ、ウヌ、ネギ ト 	マ’ 	ト ソ ラーマ メ ノ、ウスネギ 

作イ寸直i積（ha) 
（うち転作田） 
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生 産 	量（ t) 624 100 21 1,176 156 135 

出 	荷 	量（ t) 562 90 19 1,058 140 122 
lOa当り収量（kg) 9,600 1,000 4,200 9,800 1,300 4,500 
苗供給計画（ha) 
（うち転作田） 
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  必、要本数（本） 50,000 62,500 208,000 125,000 399,000 

野菜育苗施設事業費 

区 分 金 	額 

設 計 監 理 4,145千一円 

建 築 工 事 114,639千円 

外 構 工 事 8,024千円 

敷 地 整 備 工 事 5,721千円 

さ く 井 エ 事 5,047千円 

機 械 施 設 19,570千円 

合 計 157,146千円 
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待
望
の
野
菜
育
苗
施
設
完
成
 

ト
完
成
し
た
野
菜

育
苗
施
設
 

転
作
野
菜
 
選
果
施
設
の
整
備
に
よ
り
今
年

の
作
付
け
拡
 
度

の
ト
マ
ト
生
産
は
一
億
五
千

大
、
品
質
と
 
万
円
を
達
成
し
た
が
こ
れ
ま
で

農
家
所
得
の
 
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
で
約
四
』
分
の

向
上
そ
し
て
 
苗
し
か
供
給
で
き
ず
、
購
入
や

複
合
経
営
の
 
自
家
用
で
補
っ
て
き
ま
し
た
。
 

安
定
を
図
る
 
転
作
野
菜
の
生
産
振
興
を
図
る

た
め
平
成
六
 
上
で
も
加
温
施
設
の
整
っ
た
育

年
度
先
進
的
 
苗
施
設
の
不
足
や
作
付
け
拡
大

農
業
生
産
総
 

に
伴
う
労
働
力
の
不
足
、
そ
し

合
推
進
対
策
 
て
栽

培
管
理
機
械
の
不
足
な
ど

事
業
と
し
て
 
の
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。
 

国
の
補
助
を
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
度
な
技

r
 

受
け
工
事
着
 
術
と
多
大
な
労
力
を
要
す
る
育
苗

工
し
て
い
た
 
作
業
部
門
に
野
菜
育
苗
施
設
を
導
 

「金
木
町
野
 
入
す
る
こ
と
で
優
良
苗
の
供
給
に

菜
育
苗
施
設
」
よ
り
高
品
質
、
多
収
の
安
定
生
産

が
、
こ
の
ほ
 
を
確
保
し
、
野
菜
部
門
の
活
性
化

ど
完
成
し
ま
 
を
図
る
た
め
の
手
段
と
し
て
 
「野
 

し
た
。
 

菜
育
苗
施
設
」
を
建
て
ま
し
た
。
 

金
木
町
で
 

こ
の
育
苗
施
設
は
、
町
が
事
業

は
、
農
業
複
 
主
体
と
な
り
、
金
木
字
芦
野
に
敷

合
経
営
の
推
 
地
面
積
四
千
五
百
ば
で
、
二
百
四

進
と
、
そ
れ
 
十
d

の
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
の
作

に
合
わ
せ
て
 
業
棟

一
棟
と
、
千
五
百
六
十
六
ば

集
出
荷
施
設
、
 の
鉄
骨
造
り
硬
質
フ
ィ
ル
ム
張
り
 

ま
す
。
 

こ
の
施
設
が
完
成
し
た
こ
と
で

各
農
家
の
育
苗
作
業
の
手
間
が
省

け
る
だ
け
で
な
く
作
付
け
の
拡
大

も
で
き
る
こ
と
に
な
り
今
後
の
有

効
利
用
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

同
施
設
は
、
今
後
金
木
農
業
協

同
組
合
（
中
谷
藤
太郎
廿
組
合
長
）
 

が
管
理
主
体
と
な
る
見
込
で
今
月

中
旬
か
ら
稼
働
。
収
穫
期
間
を
延

ば
す
た
め
、
前
進
・
作
型
に
よ
る

育
苗
を
行
い
ま
す
。
 

の
温
室
が
二
棟
か
ら
な
る
総
事
業

費

一
億
五
千
七
百
十
四
万
六
千
円

を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

平
成
六
年
現
在
、
金
木
地
区
の

主
要
野
菜
苗
供
給
と
必
要
本
数
は

そ
れ
ぞ
れ
ト
マ
ト
五
万
本
（
一
一
』
）
、
 

ソ
ラ
マ
メ
六
万
二
千
五
百
本
（
一一・

五
M

）
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
の

完
成
に
よ
り
平
成
九
年
を
め
ど
に

ト
マ
ト
二
十
万
八
千
本

（
八
』
）
 

ソ
ラ
マ
メ
十
二
万
五
千
本
（
五
』
）
 

ハ
ウ
ス
ネ
ギ
三
十
九
万
九
千
本

（
 

三
』
）
の
苗
供
給
が
可
能
と
な
り
 



 

 

白
寿
おめ
で
と
う
 

q
 
丑

m【
ら
こ

さ
ん
 

【
 

‘

一
一
引
 【
 
‘
 
し
 
、
‘
 

'
 

一
月
二
十
四
日
、
金
木
町
嘉
瀬

端
山
崎

（
後
町）
に
住
む
黒
川
ふ

に
さ
ん
が
九
十
九
オ
の
誕
生
日
を

迎
え
、
金
木
町
か
ら
年
齢
に
ち
な

ん
だ
お
祝
い
金
九
十
九
万
円
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

発
展
に
貢
献
し
た
白
寿
に
達
し
た

長
寿
者
を
褒
賞
し
、
家
族
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
町
民
の
敬
老
精
神
を
 
 高

め
る
た
め
に
平
成
二
年
に
条
例

を
制
定
し
、
黒
川
さ
ん
が
第

一
号

に
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

黒
川
さ
ん
は
、
明
治
ニ
十
九
年

一
月
二
十
四
日
生
ま
れ
、
二
十
歳

で
大
工
だ
っ
た
勇
吉
さ
ん
（
故
人
）
 

に
嫁
ぎ
、
家
事
等
を
す
る
傍
ら
農

作
業
を
七
十
歳
に
な
る
ま
で
続
け

る
と
い
う
頑
張
り
屋
で
、
現
在
は

長
女
タ
マ
さ
ん
（
6
9）
と
そ
の
次
 
 男

正
義
さ
ん

（
4
1）
と
三
人
暮
ら

し
。
 

二
年
前
か
ら
病
床
に
つ
い
て
い

る
も
の
の
自
宅
で
行
わ
れ
た
伝
達

式
で
は
、
田
中
町
長
か
ら
 
「二
百

歳
ま
で
元
気
に
長
生
き
し
て
下
さ

い
」
 
と励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
ふ
に
さ
ん
は
、
笑
顔
で
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。
 

"
 

'
 

、
一
 

、
 

一
一月
は
省
ェ
ネ
ル
ギ

ー
月
間
で

す
。
省
ェ
ネ
ル
ギ

ー
・
省
資
源
対

策
推
進
会
議
は
昭
和
五
十
二
年
一
一

月
か
ら
、
家
庭
で
ご
使
用
に
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
ピ
ー
ク
の
一
一

月
を
「
省
ェ
ネ
ル
ギ

ー
月
間
」
 
と

し
て
、
毎
月
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
我
が
国
の
家
庭
用
電

気
使
用
量
の
構
成
比
を
見
る
と
、
 

第

】
位
は
冷
蔵
庫
、
第
二
位
は
照

明
、
第
三
位
は
テ
レ
ビ
、
第
四
位

は
エ
ア
コ
ン
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
冷
蔵
庫
は
一
年
中
休
み
な
く

運
転
を
続
け
て
い
る
の
で
、
冬
で

も
冷
蔵
庫
の
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
 

（
敬
称
略
）
 

▼
金
木
町
へ
 

黒
川
 
タ
マ

（
後
 町
）
 

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
 
 

は
大
切
で
す
。
庫
内
の
詰
め
込
み

過
ぎ
は
冷
気
の
循
環
が
悪
く
な
り

電
気
の
無
駄
に
な
り
ま
す
。
 

電
気
こ
た
つ
は
、
マ
ッ
ト
を
敷

き
大
き
め
の
掛
け
ふ
と
ん
に
毛
布

を
併
用
す
る
と
、
約
十
五
％
の
電

気
の
節
約
に
な
リ
ま
す
。
 

広
報
か
な
ぎ

一
月
号
」
ハぺ

叡
ー
ジ

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

緋

の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

と

上
げ
ま
す
。
 

征

①
 
阿
 
部
 
定
 
直
 

1
1⑧
 
阿
 
部
 
直
 
定
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み
暮
ら

し
と
層
気
安
金
 

如
 

家
庭
で
も
省

ェ
ネ
ル
ギ
ー
 

▼ふにさんに顕彰状を手渡す田中町長 

あ
な
た
の

善

意
 

あ

り
が

と
、
つ
ご

ざ

い
ま
し

た
 



VICウーマン（Village Conductor of Woman）に 

土岐和子さん認証 

元元 川 谷川 川 島 田 上村川 引

勝憲梶忠利満政照勉 健正幸

慶一美雄幸男信う七轟保男英雄 

分分分分分分 l/ I！分 /1 Il 団

長長長長長長 長 長長

今秋秋 白 泉中古津成三中松櫛 

副団 本
団
分
団
長
 

第

一
分
団
長
 

第
二
分
団
長

第
三
分
団
長
 

団
団
団
団
団
団
 
団
 

第
四
分
団
長

第
五
分
団
長
 

第
六
分
団
長
 

青森県農業経営士に 

川口 隆さん認定証書 

青
森
市
厚
生
年
金
会
館
で
開
か

れ
た
、
平
成
六
年
度
の
青
森
県
農

業
経
営
士
等
の
認
定
証
書

・
感
謝

状
の
受
与
式
が
あ
り
、
川
口
隆
さ

ん
が
農
業
経
営
士
に
認
定
さ
れ
ま
 

ト
認
定
証
書
を
手
に
 

喜
び
の
川
口
さ
ん
 

へ
 

し
た
。
 

農
業
経
営
士
は
、
地
域
の
担
い

手
育
成
な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
経
営
手
胸
に
優
れ
た
人
に
認
定

さ
れ
る
も
の
で
、
川
口
さ
ん
は
、
 

農
業
青
年
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
き
た
実
績
と
、
農
業
機
械

の
共
同
利
用
・
作
業
に
よ
り
労
力

の
省
力
化
を
図
り
稲
作
と
野
菜
と

の
複
合
経
営
を
実
践
。
地
域
の
担

い
手
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

川
ロ
さ
ん
は
 
「大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
今
以
上
に
農

業
経
営
改
善
に
努
め
、
ゆ
と
り
あ

る
農
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
 

と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

へ
 

「農
山
漁
村
婦
人
の
日
」
県
大

会
が
、
青
森
厚
生
年
金
会
館
で
開

か
れ
、
V
i

c
ウ
ー
マ
ン
に
土
岐

和
子
さ
ん
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
 

V
i
c

ウ
ー
マ
ン
は
、
地
域
の

モ
デ
ル
と
な
り
得
る
農
業
経
営
や

生
活
改
善
運
動
の
実
践
、
地
域
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
積
極
的
に

活
動
す
る
農
山
漁
村
の
女
性
が
選

ば
れ
た
も
の
で
、
土
岐
さ
ん
は
、
 

嘉
瀬
農
協
若
妻
会
や
ド
リ
ー
ム
生
 
 活

改
善
グ
ル
ー
プ
の
会
長
を
務
め
、
 

若
妻
達
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て

地
域
の
厚
い
信
望
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
 

認
証
に
あ
た
り
土
岐
さ
ん
は
、
 

「地
域
の
女
性
の
地
位
向
上
と
女

性
も
も
っ
と
積
極
的
に
参
加
し
夢

の
あ
る
農
業
を
目
指
し
若
い
人
が

喜
ん
で
働
け
る
よ
う
少
し
で
も
役

立
ち
た
い
で
す
い
と
新
た
な
意
欲

を
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

認証を手に意欲を
新たにする土岐さ
ん 

金木町監査委員に 

阿部定一氏再任 

ト
再
任
さ
れ
た
阿
部
定
一
氏
 

平
成
二
年
十
一
月
二
十
二
日
か

ら
、
平
成
六
年
十

一
月
二
十

一
日

ま
で
の
四
年
間
、
金
木
町
の
監
査

委
員
を
務
め
た
阿
部
定
一
氏
（6
5)
 

が
任
期
満
了
後
、
再
び
田
中
町
長

か
ら
選
任
さ
れ
、
十
二
月
定
例
議

会
で
承
認
さ
れ
た
結
果
、
再
任
。
 

平
成
六
年
十

一
月
二
十
二
日
か
ら

平
成
十
年
十

一
月
ニ
十

一
日
ま
で

任
期
を
務
め
ま
す
。
 

⑥
経
 
歴
 

昭
和
五
十
九
年
六
月
三
十
日
金
木

郵
便
局
副
局
長
で
退
職
。
 

新
団
長
に
櫛
引
幸
雄
氏
 

ー
町

消
防
団
陣
容

決
ま
る
ー
 

(
 

一
 

'1' 

ト
櫛
引
幸
雄
氏
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天
ま
で
と
ど
け

ー
 

属
曹
》
 

「ョ
イ
シ
ョ
ョ
イ
シ
ョ」
綱引
き
 

自
然
を
舞
台
に
春
風
に
舞
う
凧

揚
げ
を
通
し

て
地
域
住
民
の
健
康

増
進
を
図
り
伝
統

の
津
軽
凧
を
世

代
に
受
け
継
い
で

い
こ
う
と

一
月

十
五
日
、
中
央
公
民
館
前

の
田
ん

ぼ
で
九
十
三
人
が
参
加
す
る
中
、
 

第
十
五
回
金
木

町
凧
揚
げ
大
会

（
 

田
中
町
長
廿
会
長
）
が
開
か
れ
自

慢
の
凧
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
雪
が
降
っ
て
き
た
 

一
人
暮
ら
し

の
老
人
宅
の
 

除

雪
 

二
月
二
日
、

サ
ン
ト
ピ

ア
ホ

ー
 

ム
園
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
、
消
防
団
等
、

三
十
四
人
が

参
加
し
、
 
一
人
暮
ら
し

の
老
人
宅

三
十
八
軒

の
雪
下
ろ
し
や
雪
片
付

け
を
行
な
い
ま
し

た
。
 

り
 
も
の
の
風
も
吹
き
 

パ
 ま
ず
ま
ず
の

コ
ン
 

つ
 
．‘
一
 
『
‘
一
 
‘
，，
、．
 

げ
 
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
 

嚇

助
走
を

つ
け
な
が

九
 
ら
自
漫
の
津

経
凧

負

を
空
高
く
揚
げ

て

顧
 
い
ま
し
た
o
中
に
 

訟
に
馴

乳
伽
 

の
奮
闘
す
る
姿

に
声
援
が
飛
ん
だ

り
、
べ
一て
フ
ン
の

一
定
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
た
見
事
な
凧
揚
げ

に
参

加
者
か
ら
た
め
息
が
こ
ぽ
れ
て
い

ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
で
は
、
町
内
・
外

の

二
部
に
分
か
れ
、
二
人
の
審
査
員

が
凧
の
揚
げ
方
、
安
定
性
、
凧
の

鳴
り
の
三
項
目
を
審
査
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
 

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
が
暖
気
で

大
量
に
落
ち
、
玄
関
の
出
入

ロ
が

ふ
さ
が
れ
火
事
や
地
震

の
災
害
発

生
時
に
逃
げ
遅
れ
て
は
危
険
と
云

う
こ
と
で

町
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
態
調
査
を
行
い
今
回
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
雪
下
ろ
し

を

行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
対
象
と
な
り
雪
下
ろ
 

最
優
秀
賞
 
今
 

君
弘
  
嘉
瀬

最
秀
賞
 
竹

内
信
之
輔
 
藤
枝

ク
 

c
チ
ー
ム
 

サ
ン
ト
ピ

ア
ホ
ー

ム

ク
 

A
チ
ー
ム
 

サ
ン
ト
ピ

ア
ホ

ー
ム

ガ
 

D
チ
ー

ム
 

サ
ン
ト
ピ

ア
ホ

ー
ム

ガ
 
竹

内
 
信
夫
 
藤
枝
 

し
を
し

て
も
ら
っ
た
神
明
町
の

土

屋
ミ
セ

さ
ん

（
7
2）
は
「
私
は
、
 

腰
が
悪
く
歩
く
の
が
精

一
杯
。
除

雪
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
、
 

大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、

こ
の
他
、
町
役
場
職
員

が
二
人

一
組
と
な
っ
て
町
内
の

一

人
暮
ら
し

の
老
人
宅
の
雪
か
き
を

行

い
ま
し
た
。
 

一
月
九
 

う
日
 

新
春

よ
 
の
恒
例
行

る

事
と
な
っ
 

わ
 
二
丁
J
>
 

働
た
町
内

の
 

が
小

・
中
学
 

気

生
に
よ
る
 

熱
 

第
七
回
金
 

木
町
健
全
 

育
成
綱
引
大
会
が
金

木
中
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
目
指

し
、
今
年
か
ら
金
木
地
区
防
犯
協

会
が
共
催
。

こ
の
日
は
、
小
学
生

＋
ニ
チ
ー
ム
と
中
学
生
八
チ
ー
ム
 
 

みるみるうちにかたづいていく 

の
合
計
二
百
二
十
六
人
が
出
場
し

父
兄
の
声
援
が
飛
び
交
う
中
、

選

手
た
ち
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が

ら
も
綱
を
引
き
合
い
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

＠
小
学
生
の
部
 
男
子
 

一
位
 

嘉
瀬
A
 

一
一
位
 
金
木

B
 

三
位
 
金

木
A
 

⑥
小
学
生

の
部
 
女
子
 

一
位
 
金
木

B
 

一
一位
 

嘉
瀬
A
 

】1
1位
 
金
木

A
 

⑥
中
学
生
の
部
 
男
子
 

一
位
 
金
木

南
 

一
一
位
 
金
木
B
 

三
位
 
金
木

A
 

⑥
中
学
生
の
部
 
女
子
 

一
位
 

金
木
B
 

一
】
位
 
金
木
南
A
 

三
位
 
金
木

南
B
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, , 

イ り イ り 

0・ 「あま‘J 
しぼどのそ【ボ

さいげばやげ

どするど」 を

標準語に直し

て下一さい0 

~ 

い人の知らない、聞いたこと

しく、再発見してもらおうと

す。 

も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
 

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
 

し
て
い
る
方
は
、
掛
金
も
全
額
控
 

除
の
対
象
と
な
リ
ま
す
。
 

平
成
六
年
中
の
保
険
料
は
 

定
額
保
険
料
 

一
月
ー
三
月
 

月
額
 

一
〇
，
五
〇
〇
円
 

四
月
ー
十
ニ
月
 

月
額
 

一
一
・
一
〇
〇
円
 

付
加
保
険
料
 

月
額
 

四
〇
〇
円
 

,
A
 

《
 一

 
昭
和
五
＋
三
年
十

一
月
＋
 

葬
範
鎌
一
い
極
）
？
一
 

一
 当
時
十
五
人
で
ス
タ
ー
ト

1
 
1

．

象
J
 

）
 
一一
鮭

一
し
、
一
時
会
員
数
や
活
動
自
 

J
 

／
 
」
『
の
一
 

一体
が下
知
に
な
った
も
2
1
 

紳

為
）
 

一（
 
藻
一
 

一
最
近
で
は
復
活
し
二
十
五
人
 
『
“

に
、倉
？
 
＼
一

叱
一

一
f
、
工
》
 1
1
.1
1
二
ー
二
ー
 
ノ
 

‘
、ン
 
《
『
唾
りい

 

ー
 
』
 

α
一
 

」麟
難
離
 L
一
訓
畿
一
 

譲
「ト
血護
」「
唯
晦
「
難
灘
議
難
一
 

一
 
平
成
六
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
 
預
か
る
主
婦
の
負
担
に
な
ら
な
い

一

一
食
事
会
で
は
、
お
正
月
目
前
と
い
 
程
度
で
、
年
会
費
千
円
。
料
理
の

一
 

夏
」霧
無
翼
」
費
響
警
翼
女
 

蕪

醸
晦
「「
袈
語艦

式
釘
霧
婦
が
多い
てすカ
ー
 

霧

m会員
に
は
大変
喜
ば
れ
ま

g」
務
響

編
錘
疑
 

(
 
Aフ
ま
で
料
哩
の
ほ
か
に
も
、
お
 
に
芦
野
団
地
の
主
婦
の
方
、
沖
間

〈
 

一
茶
、
お
花
、
着
付
け
、
礼
儀
作
法
 

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
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一
お
ら
ほの
仲
間
つ
こ
 

一
 

一
 

麦
の
会
 
一
 

一
 

一
青
山
ユ
そ
会
長
）
を
結
成
。
 

甲

一
 

一警
鮮
ね
熱
 
“
認
欝
誘
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
 

告
の
時
期
が
き
ま
し
た
。
 

平
成
六
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
 

「社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
全

額
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
六
年

分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
過
去

に
免
除
を
受
け
た
期
間
分
の
追
納

や
未
納
に
な
っ
て
い
た
前
年
以
前

分
の
保
険
料
も
含
め
て
、
平
成
六

年
中
に
納
め
た
全
部
の
額
で
す
。
 

自
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
 

家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保
険
料
 

~ 正解者の中から抽選で3 名様に素敵な記念品 

~ を差し上げます。 どんどん応募して下さい。 

I 応募方法 

~ 二、ガそに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を 

~ 	
答②

今月号のよカ った記事③つまら 
~ 空かった記事（④ご意見’ご感想を記入のうえ 

~ 〒O37-O2 金木町大字金木字朝日山323 
~ 	 金木町役場企画室 

~ までご応募下さい七 

~ 応募の締切は 3 月 3 日当日消印有効。 当選者 

~ の発表は 3 月号に掲載します。 

~ 1月号の答 「あなたはこれを一人で持って運ぶ 

~ の。」 当選者は次の 2 名です。 

~ 	川 倉 泉 谷 まゆみさん 

~ 野辺地町 星 野 美 子さん 

~ たく さんのご応募、貴重なご意見有難うござい 

I ます。今回当選しなかった方もこれにめげずど 

L""‘とどvと,”三庶豊三wン蕊鳶と，】リこー””Jz"”ーーー”””一”w""w."""”ーw"""”一””""”一 

一
 
農
業
・
漁
業
・
自
営
業
な
ど
を
 

一
営
む
皆
さ
ん
、
所
得
税
の
確
定
申
 



／ー、、 だし汁 

モズク 

酒

塩
 

500cc 

1カップ 

大サジユ 

小サジ1/2 

少々 

大サジ1 

大サジ2 

大サジ2 

油
 

4切れ 

300 g 
1ケ分 

倣
雌

”
”

"
 

・ImmH川川II 広報かなき ⑩ 

‘~、 
●モズクの寒天寄せ

材 料（ 4 人分） 

寒天クック 	1本 

今年も手作り料理を楽しみましょう。 

食生活改善推進員（7) 

藤 本 雪 江さん 

ピーナツ 	 50 g 

「しょう油 大サジ1と1/2 

Alみりん 大サジ1 

［だし汁 大サジ2 

作り方 

①豆腐はゆでてしぼりパラパ 

酢
 

生しょうが 	 少々 

「しょう油 	大サジ1 

Al酢 	 大サジ2 

［だし汁 	 大サジ2 

作り方 

①モズクは洗って 3 センチ位に切リ、 

ざるに上げ水切りしたのをカップ1 

杯用意する。 

②だし汁に寒天を入れ沸騰させる。 

③（②）にモズクを入れ火を止める。 

④③に酒と塩を入れ泡立たないよう静 

かに混ぜる。 

⑤形をぬらし流して冷やす。 

⑥一口大に切リA を混ぜてかけ針しょ 

うがを添える。 

●人参とブロツコリーの白和え

材 料（ 4 人分） 

人参 	 20og 
ブロッコリ1 	10og 

豆腐 	 半丁  

ラに砕いておく。 

②人参は線切りにしゆでる。ブロッコ 

リーは小房に分けてゆでる。 

③ピーナツをすり鉢ですっておく。 

④A で豆腐を妙める。 

⑤（③）に④を入れすり、野菜を入れ和え 

る。 

●モズクのごまだれ 

材 料（ 5~ 6人分） 

黒ごま 	 大サジ2 

しょう油 	 大サジ2 

酢 	 大サジ2 

だし 	 大サジ2 

みりん 	 大サジ2 
だし 	 大サジ2 

みりん 	 大サジ2  

白身魚 

長いも 

卵白 

生しいたけ

さやえんどう

出しこんぶ

練りわさび

ゆずの皮 

だし汁 	1と1/2カップ だし汁 

しょう油 しょう油 	大サジ1 

片栗粉 	 大サジ1 

作り方 

①すりおろした長いもに塩、油で下味

をつけて卵白を混ぜる。 

②器にだし昆布をしき、下味を付けた

魚、しいたけをのせ①の長いもをか

け10-15分蒸す。 

③蒸し上がったら、すぐさやえんどう、 

ゆずをのせ温めたスープをかける。 

好みにより、わさびをつけて食べる。 

⑨このf也に山菜の身欠きにしんの煮も
の（1993年 4 月掲」成）、赤飯もそえて
どうぞ。 

が

う
 

200 g 
b0Og 

半丁 

作り方

①ごまを軽くいり、すり鉢でする。 

②すったごまに残りの調味料全部入れ、 

混ぜ合わせる。 

※モズク・長いもにつけて食べられま

すので、作リおきをして冷蔵庫に入

れておくとよいでしょう。 

●白身魚の大和蒸し 

材 料（ 4 人分） 

ス
ー
プ
 

ん
 

酒

み
塩
 

酒
 
大
サ
ジ

1
 み

り
ん
 
大
サ
ジ

1
 塩

 
少
々
 

●

H
A
P
P
Y
 

W
e
d
d
i
n
g
 

お
め
でと
う
 

★
ご
結
婚
を
ご

予
定

さ
れ
て
い

る
方

は
、

お

気
軽

に
金
木

町
中
央
公

民
館

に
ご
相
談

下
さ

い
。
（
T
E
L

5
3
1

3
5
8

1
)
 

こ
の
度
め
で

た
く
 
「か
な
ぎ

公
民
館
ブ

ラ

イ
ダ

ル
」
 
（
企画
・

進
行
ー
事

務
局
「

金
木

町
中
央
公
民

館
」
）

に
よ
リ
カ
ッ

プ

ル
と
な

ら
れ

た
若
い

お
二
人

を
ご

紹
介

い
た
し

ま
す
 

，
か
な
ぎ
公
民館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル情
報
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《
 
金
木
町
の
皆
様
、
お
久
し
ぶ
り
 

す
。
平
成
五
年
の
冷
害
か
ら

一
年
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

＼
で
す
o
割
乳

ら
航
空
自
衛
隊
 

」
に
対
し
、
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
 

」
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
 

,
 》

（
 

一
 

一
（
二
 

？
で
 

昨
年
の
米

の
豊
作
に
ほ
っ
と
胸
を
 
私

は
、
十
二
年
ぶ
り
に
地
元
に

撫
で
下
す
と
共
に
今
年
も
実
り
多
 

帰
っ
て
参
り
ま
し
て
、
現
在
は
、
 

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心

か
ら
 

航
空
自
衛

隊
車
力
分
屯
基
地
で
、
 

ー
 
ー
 
湾

岸
戦
争
で

一
躍
名
声
を
馳
せ
た
 

ペ
ト
リ
オ
ツ
ト
ミ
サ
イ
ル

・
シ
ス

テ
ム
の
運
用
幹
部
と
し
て
国
防
の

一
端
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
勤
務
上

の
都
合
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
土
地
で

生
活
し

て
き
ま
し
た
が
、
ど
の
地
域
に
も

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
必

ず
あ
る

よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。
 

金
木
町
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
 

何
と
言
っ
て
も
太
宰
治

と
芦
野
公

園
の
桜
が
あ
る
の
ど

か
な
町
と
い
 

琴
 

ト職業 航空自衛隊車力分屯基 

地第21高射隊（ 3等空尉） 

ト氏名 泉谷栄 ト年齢 33歳 

●出身地 金木町大字川倉 
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し
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ま
す
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伝
え
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で
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っ
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い
と
思
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ま
す
。
 

い

紙
面
の
都
合
上

最
後
と
な
り
ま
『
 

し
た
が
、
金
木
町
周
辺
に
は
航
空

い

基
地
等
が
な
い
た
め
、
町
民
の
方

m
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は
、
航
空
自
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が
ど

の
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な
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こ
と
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行
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い
る
の
か
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ら
な
い
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が

一
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的
で
は
な
い
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か
と
思
い
ま
す
。

何
か
御
質
問
な

ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

叫
 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

加
 

致
し
ま
す
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へ
 

金
木
病
院
力
ル
テ
 
棚
 

「上
手
な
医
者
の
か
か
り
方
」
 

院
 
長
 
伊
 
藤
 
恭
 

雄
 

御
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
と
思

い
ま
す
が
「
上
手
な
医
者

へ
の
か

か
り
方
」
 
の
本
が色

々
と
出
版
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
大
抵
の
本

に
も
 

「ま
ず
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師

を
持

つ
事
」
と
あ
り
ま
す
。
病
気
 
 を

診
て
貰
う
他
に
、
身
体
に
つ
い

て
気
軽
に
相
談
出
来

る
医
師
を
持

つ
、
と
云
う
事
で
す
。

こ
れ
を
第

一
次
医
療
と
云
い
ま
す
。
 

と
に
か
く
も
体
の
異

常
が
あ
っ
た

ら
相
談
す
る
。
病
気
に
つ
い
て
は
 
 御

承
知
の
様
に
専
門
分
野
が
あ
り

相
談
を
受
け
て
も
そ
の
医
者
で

は

ど
う
に
も
出
来

な
い
分
野

は
あ
り

ま
す
。
医
師
と
名
が
付

い
て
も
勿

論
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
が
心
あ
る
医
師
に
は
ネ
 
 

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

病
気
は
こ
こ
で
、
貴
方
は
あ
の
病

院

へ
紹
介
し

て
上
げ
た
方
が

い
い

等
と
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ

れ
ま
す
。
二
次
医
療
と
い

い
ま
す
。
 

こ
れ
は
 
「タ
ー
フイ
廻
し
」
 
では
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
の
医
師
は
何
に
も

出
来
な
い

と
批
難
さ
れ
る
事
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
 

医
師
と
患
者

さ
ん
は
人
間
関
係

で
す
。
気
持
ち
が
通
じ
合
わ
な
い

と
本
当
の
医
療
は
成
り
立
た
な
い

の
で
す
。
是
非
、
心
許
し

て
話
し
 
 合

え
る
医
師
と
友
達
に
な
っ

て
下

さ
い
。
医
師
は
冷
療
す
る
だ
け
の

人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
に

関
す
る
良
き

助
言
者
で
も
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
ら
。
 

医
療
に
畳
夜

の
別
は
あ
り
ま

せ

ん
。
 一
度
診
て
貰
っ
た
医
師
に
は

夜
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
も
相

談
し
て
下
さ
い
。
何
ら
か
の
事
情

に
よ
り
夜
の
診
察
が
出
来
な
い
と

云
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
好
ま
し

い
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
折
リ
に
は
せ

め
て
前
の
先
生
の
処
で
貰
っ
て
い

る
薬
は
何
か
、
ど
の
様
な
注
射
を

し
た
か
、
を
き
い
て
お
い
て
下
さ

い
。
 

イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

キ
チ
ン
と
し

た
医
師
は
説
明
を
し

て
く
れ
て
い
る
筈
で
す
。
そ
の
後

の
治
療
に
重
要
な
意
味
が

あ
る
か

ら
で
す
。
 

医
者
の
ハ
シ
ゴ
、
昼
は
ス
ー
パ
 

ー
、
夜
は
コ
ン
ビ

ニ
i
医
療
の
場

合
余
リ
ほ
め
ら
れ
た
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
貴
方
の
為
に
な
ら
な

い

と
思
わ
れ
ま
す
。
 

上
手
な
医
者

の
か
か
り
方
、

人

生
の
大
事
な
知
恵
の
ひ
と
つ
、
と

思
わ
れ

て
い
ま
す
。
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II'IIIIHIII川―川 広報かなき ⑩ 

じめまして 

病気をしないで元気に育って

ね （母 木下千代美より） 

元気に育ってね 

（母 佐野 深雪よリ） 

伝 言 板 
〇届けました 

12月 24日金木郵便局内で緑色のきん着袋（ 

現金在中）の落し物がありました。 

12月26日金木字朝日山 362一11付近路 

上で茶色のビニール財布（現金在中）の落し物が 

ありました。 

1月10日金木宇朝日山198-1付近で男性 

用の腕時計の落し物がありました。 

いずれも心当たりの方は、金木警察署落しもの 

係りまで。 

〇係から 

このコーナーを利用したい方は役場企画室まで。 

1 月末現在 前年同月比 

男 6,033人 △ 46人 

女 6,657人 △ 44人 

計 12,690人 △ 90人 

世帯数 	3,878 8 
	ノ 

お
し
あ
わ
せ
に
 

鎌
黒
 
白
佐
斉
木
 
白
 

田
 
滝
川
 
野
藤
下
川
 

寧
 
々
（
浩
悦
）
川
 

佳
樹

（
浩
一
）
金
 

竜
登

（
信
治
）
金
 

天

（
富
安
）
金

尊

也
（

一
行
）
金

祥

也

（敏
幸
）
金

美

咲

（
忍

）
嘉
 

戸
籍

の
窓
 

一
月
届
出
分
 

お
め
で

と
う
 

（
議
雌」鋸
静
駆
 

命
響
搾
一斐
？
叔
 

（
鶏あ
」
踊一
菱競
「
 

霞
千
讐
鑓
「
誘
 

醸
舞
一
琵
輔
 

露
熱
「
一
鉱一
「器
 

霧
舞

一
鍵」海
（
 

親子で一緒に成長しようね 
（母 黒滝ますみよリ） 

明るく優しい子に育って 

（母 鎌田美香子よリ） 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は

町
民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
 


